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秋

分

の

候

宮

崎

県

防

衛

協

会

青

年

部

会

宮

崎

支

部

会

員

に

於

か

れ

ま

し

て

は

、

益

々

ご

清

福

の

段

、

大

慶

至

極

に

存

じ

上

げ

ま

す

。

皆

様

に

は

日

頃

よ

り

当

支

部

運

営

に

際

し

て

特

段

の

ご

高

配

を

賜

り

、

深

甚

な

る

敬

意

を

表

す

と

共

に

、

倍

旧

の

ご

支

援

を

伏

し

て

お

願

い

申

し

上

げ

る

次

第

で

す

。

さ

て

九

月

七

日

の

新

田

原

基

地

観

月

会

は

荒

木

司

令

の

肝

煎

り

に

よ

り

、

今

回

は

屋

内

で

挙

行

さ

れ

、

多

く

の

協

力

団

体

や

基

地

関

係

者

で

大

変

賑

わ

い

ま

し

た

。

ま

た

同

二

十

八

日

、

フ

ェ

ニ

ッ

ク

ス

国

際

会

議

場

で

開

催

さ

れ

た

｢

第

四

十

七

回

九

州

・

沖

縄

地

区

防

衛

協

会

宮

崎

大

会

｣

に

は

西

方

総

監

宮

下

陸

将

、

佐

世

保

地

方

総

監

吉

田

海

将

、

西

方

航

空

司

令

官

福

江

空

将

の

陸

海

空

三

軍

の

長

の

外

に

、

選

挙

間

近

の

与

野

党

国

会

議

員

及

び

河

野

県

知

事

を

始

め

県

防

議

連

や

周

辺

自

治

体

の

首

長

な

ど

、

我

々

会

員

を

含

め

る

と

何

と

四

百

名

を

超

え

る

方

々

に

ご

参

集

賜

り

、

誠

に

盛

大

な

祝

賀

・

懇

親

会

で

し

た

。

防

衛

講

話

は

宮

崎

支

部

総

会

で

も

ご

講

演

を

賜

り

ま

し

た

、

産

経

新

聞

の

野

口

裕

之

氏

が

「

日

本

の

安

全

保

障

の

今

日

的

課

題

」

の

演

題

で

、

防

衛

問

題

の

専

門

家

と

し

て

の

視

点

を

持

っ

て

、

国

内

外

の

現

状

に

鋭

く

切

り

込

ま

れ

て

い

た

よ

う

で

す

。

と

こ

ろ

で

先

月

は

日

本

国

民

と

し

て

看

過

出

来

ぬ

事

態

が

竹

島

や

尖

閣

諸

島

で

生

起

し

、

隔

靴

掻

痒

の

思

い

で

報

道

を

聞

か

さ

れ

、

切

歯

扼

腕

し

な

が

ら

遥

か

北

方

及

び

南

西

の

海

を

睨

み

つ

け

た

支

部

会

員

諸

兄

も

数

多

く

お

ら

れ

た

事

か

と

存

じ

ま

す

。

今

更

申

し

上

げ

る

ま

で

も

な

く

、

北

方

四

島

、

竹

島

、

そ

し

て

尖

閣

諸

島

が

日

本

固

有

の

領

土

で

あ

る

事

は

全

く

疑

う

余

地

も

あ

り

ま

せ

ん

が

、

所

謂

敗

戦

処

理

混

乱

の

中

で

当

時

の

ソ

連

に

北

方

四

島

、

更

に

先

月

詳

述

し

た

よ

う

に

竹

島

は

韓

国

に

実

行

支

配

さ

れ

ま

し

た

。

か

つ

て

領

有

権

紛

争

な

ど

皆

無

の

尖

閣

諸

島

は

、

一

九

七

〇

年

海

底

油

田

に

目

を

付

け

た

中

共

が

、

突

然

領

有

権

を

主

張

し

始

め

て

領

海

侵

犯

事

件

が

相

次

ぐ

事

態

と

な

っ

て

い

ま

す

。

そ

し

て

尖

閣

国

有

化

に

対

抗

し

て

の

反

日

デ

モ

の

暴

徒

達

は

、

故

鄧

小

平

に

懇

願

さ

れ

て

中

国

進

出

し

た

パ

ナ

ソ

ニ

ッ

ク

の

工

場

を

焼

き

討

ち

し

、

日

系

ス

ー

パ

ー

に

押

し

入

っ

た

男

は

「

有

名

ブ

ラ

ン

ド

の

時

計

を

奪

い

愉

快

だ

」

と

も

ブ

ロ

グ

に

書

き

込

ん

で

い

る

よ

う

で

す

。

更

に

私

が

見

た

ニ

ュ

ー

ス

映

像

は

中

国

公

安

当

局

が

仕

立

て

た

バ

ス

か

ら

大

勢

の

若

者

が

降

り

て

き

て

、

お

揃

い

の

赤

い

Ｔ

シ

ャ

ツ

や

野

田

首

相

の

写

真

入

り

日

の

丸

に

×

を

記

し

た

プ

ラ

カ

ー

ド

を

全

員

持

た

さ

れ

て

デ

モ

隊

に

合

流

す

る

も

の

で

し

た

。

こ

ん

な

官

製

デ

モ

や

略

奪

者

達

を

寄

せ

集

め

、

日

本

大

使

館

や

日

系

企

業

を

襲

撃

さ

せ

て

恫

喝

し

、

自

ら

の

主

張

を

ご

り

押

し

す

る

よ

う

な

中

国

当

局

の

や

り

方

に

は

う

ん

ざ

り

で

す

。

憲

法

九

条

「

日

本

国

民

は

、

正

義

と

秩

序

を

基

調

と

す

る

国

際

平

和

を

誠

実

に

希

求

し

、

国

権

の

発

動

た

る

戦

争

と

武

力

に

よ

る

威

嚇

又

は

武

力

の

行

使

は

、

国

際

紛

争

を

解

決

す

る

手

段

と

し

て

は

、

永

久

に

こ

れ

を

放

棄

す

る

」

を

変

え

ね

ば

、

何

も

解

決

出

来

ま

せ

ん

。

季

節

の

変

わ

り

目

に

付

き

、

何

卒

ご

自

愛

専

一

に

お

過

ご

し

下

さ

い

。

平

成

二

十

四

年

十

月

一

日

宮

崎

県

防

衛

協

会

青

年

部

会

宮

崎

支

部

長

小

倉

和

彦
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